
事業名：9 沿岸漁業重要資源調査 

課題名：沿岸底魚類・ソデイカ・マアジ・サワラ 

期 間：H13 年度～ 

予算額：9,425 千円（単県） 

担 当：増殖推進室（前田 啓介） 

目 的： 

沿岸漁業の重要対象種の資源動向と漁獲実態を調

査し，漁業者へ資源管理方策の提言や効率な漁業経

営を促進するための情報発信を行うこと． 

 

成果の要約： 

1）調査内容 

(1)ヒラメ，マダイ，ナガレメイタガレイ稚魚発生

量 

県中部海域（天神川～長尾鼻沖）で稚魚の発生状

況を把握するため，4～9 月の各月 1 回，小型底びき

網調査を実施した．水深 5，7.5，10，15，20，30m で

は目合 40 節，水深 50，70，80，100，120m では目

合 30 節の網を用いて，5m の桁棒により各水深につ

き，10 分間曳網した．試験操業で採集されたヒラメ，

マダイ，ナガレメイタガレイの稚魚は，水深別採集

数と調査海域周辺の水深別面積から密度を算出し，

資源動向の指標値とした． 

また，10～3 月は，県中部（湯梨浜町～北栄町沖水

深約 10m）の海域で小型底びき網漁業者の漁網（ビ

ーム 10m，目合 6 節）を曳網することによって実施

した． 

(2)漁期前試験操業と漁況予測 

県東部の小型底びき網漁が解禁される 6 月 1 日の

前の 5 月 23 日に小型底びき網漁期前試験操業を行

った．小型底びき網漁業者所有の目合 6 節，10m の

桁棒を用いて，長尾鼻沖の水深約 70，80，115m で

夜間に各 3,000m 程度曳網した． 

 ソデイカ（赤イカ）漁が始まる前には，長尾鼻沖

で漁船 2 隻により漁期前試験操業を 8 月 12 日に実

施した．134°09’のラインで 1 隻は岸側で水深 135～

180m，もう 1 隻は沖側の水深 180～230m でそれぞ

れ樽流しで 35 樽ずつ用いて約 4 時間操業した．ま

た，8 月下旬の長尾鼻地先水深 185m 地点の深度

100m 地点の水温とソデイカ漁獲量の関係から今漁

期の漁獲量の予測を行った．  

 近年，沿岸の刺網漁業で主力になっているサワラ

の漁獲量について，京都府と福井県からサゴシ漁獲

量の情報の提供を受け，翌年の鳥取県のサワラの漁

獲量の予測を行った． 

(3)市場調査 

市場調査は賀露地方卸売市場において概ね各月 1

回実施し，ヒラメは全長，マダイ・サワラは尾叉長，

ソデイカは胴長の測定を行った． 

 

2）結果の概要 

(1)ヒラメ，マダイ，ナガレメイタガレイ稚魚発生

量 

 2016 年のヒラメ稚魚の発生は，6 月は良かったも

の 7，8 月は例年より少ない結果となった（図 1）．

また，2016 年のヒラメ漁獲量は 64 トンと前年から

増加し，2014 年から増加傾向が見られた．1995 年以

降の漁獲量の減少要因とされるネオへテロボツリウ

ム症（吸血虫症）の 2016 年の感染率は，9 月に増加

し始め，例年並みの蔓延状況となった（図 2）． 

 

図 1 ヒラメ稚魚の発生状況 

 

図 2 ネオへテロボツリウム症の感染率 

 

マダイ稚魚の発生は，2013 年から比較的好調に推

移しており，2016 年も 2015 年以上の発生状況であ

った（図 3）．ただ，漁獲量は減少傾向にあり，2016

年の漁獲量は 101 トンと前年から微減した． 

 

図 3 マダイ稚魚の発生状況 

 

 2016 年のナガレメイタガレイ稚魚の発生は，近年

としては比較的良好であった（図 4）．ただ，漁獲量
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に関しては，漁獲の主体となる 1，2 歳魚の資源量が

少なく，過去最低の 8 トンとなった． 

 

図 4 ナガレメイタガレイ稚魚の発生状況 

 

(2）漁期前試験操業と漁況予測 

 県東部の小型底びき網漁解禁の 6 月の前に小型底

びき網漁期前試験操業を行った（表 1）．漁期序盤の

主な漁獲対象種のキダイ，チダイ，メイタガレイ類，

ウマヅラハギの採集状況から，解禁直後は水深 70-

80m で操業することが良いと判断し，情報提供を行

った． 

表 1 県東部小型底びき網漁期前試験操業結果 

 

 

ソデイカの漁期前試験操業の結果，沖側の船のみ

3 尾（ML34,38,45cm）を釣獲した．  

2016 年のソデイカの漁獲量を予測した結果，153t

となり「平年よりやや多くなる」見込みと判断した

（図 5）．  

 

図 5 ソデイカ漁獲量の予測 

 

 1999 年以降の京都府と福井県のサゴシ（当歳魚）

漁獲量と翌年の鳥取県のサワラ（漁獲の中心が 1 歳

魚）漁獲量の関係から 2016 年漁獲量を 523 トンと

予測した（図 6）．2016 年の漁獲実績は 434 トンとな

り，予測値よりは少なかったものの高位水準で漁獲

された． 

 

図 6 サワラ漁獲量の予測 

 

(3）市場調査 

 市場調査結果から算出された 2016 年のヒラメの

漁獲尾数は 80,497 尾で，小型底びき網の漁獲割合が

高いことあり，1歳魚が全体の 51％を占めた（表 2）． 

表 2 2016 年ヒラメ漁法別年齢別漁獲尾数 

 

 

2016 年のマダイの漁獲尾数は 184,640 尾で，漁獲

の主体となる 2，3 歳魚は，それぞれ 77,514 尾，51,129

尾であった（表 3）．2，3 歳を合わせると全体の 70％

を占めていた．漁法別に見ると刺網での漁獲尾数が

全体の 55％を占めていた． 

表 3 平成 29 年マダイ漁法別年齢別漁獲尾数 

 

 

 

年月日 2016/5/23（夜間） 2016/5/23（夜間） 2016/5/23（夜間）
水深（ｍ） 70 80 115
曳網距離（ｍ）
速度
魚種 尾数 平均 最小 最大 重量(g) 尾数 平均 最小 最大 重量(g) 尾数 平均 最小 最大 重量(g)

ﾎｼｻﾞﾒ 2 630 600 660 1,679
ﾅﾇｶｻﾞﾒ 1 135 7,970
ﾒｶﾞﾈｶｽﾍﾞ 1 70 12
ｶﾞﾝｷﾞｴｲ 2 156 102 210 420
ｺﾓﾝｶｽﾍﾞ 5 250 210 290 3,230
ﾓﾖｳｶｽﾍﾞ 2 240 200 280 1,057 2 105 100 110 94
ｱﾝｺｳ 3 164 73.7 315 510
ﾏﾂｶｻｳｵ 1 58 10
ｲｽﾞｶｻｺﾞ 2 193 173 212 236 1 163 72
ｵﾆｵｺｾﾞ 1 207 162 1 273 470
ﾎｳﾎﾞｳ 8 266 250 285 1,546 1 323 325
ｶﾅﾄﾞ 4 139 122 182 151
ｶﾅｶﾞｼﾗ 2 221 212 230 243 2 244 220 268 325
ﾒｺﾞﾁ 1 215 111
ｶｲﾜﾘ 1 115 42
ﾁﾀﾞｲ 19 161 142 180 2,070
ｷﾀﾞｲ 3 226 180 272 1,008 6 241 213 260 2,230
ﾐｼﾏｵｺｾﾞ 1 220 231 1 313 475
ﾋﾗﾒ 1 512 1,330
ﾀﾏｶﾞﾝｿﾞｳﾋﾞﾗﾒ 6 146 128 168 195 1 115 13
ﾀﾞﾙﾏｶﾞﾚｲ 1 122 122 32
ﾎﾝﾒｲﾀ 2 274 242 305 773
ﾊﾞｹﾒｲﾀ 3 171 162 190 237 13 175 149 192 1,071
ﾊﾞﾊﾞｶﾞﾚｲ 1 170 66
ﾑｼｶﾞﾚｲ 3 225 162 262 394 2 223 146 300 294
ｳﾏｽﾞﾗﾊｷﾞ 7 301 260 352 2,759 3 325 290 350 1,539
ｺｳｲｶ 1 56.5 23
ﾋﾒｺｳｲｶ 4 91.6 86.8 96.6 236
ｽﾙﾒｲｶ 1 210 198 1 232 255 9 217 210 225 2,040

合計 53 11,378 32 4,979 47 19,777

3,172 3,066 3,042
2.3 2.1～2.2 2.2～2.1

漁法 漁獲量(kg) 漁獲金額（千円） 単価（円） ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳以上 合計

小型底びき網 47,036 39,116 832 5,514 38,717 13,829 5,255 1,762 65,077

刺網 3,436 6,753 1,965 0 22 460 499 716 1,696

釣り 13,896 33,297 2,396 0 2,430 5,825 3,872 1,597 13,724

合計 64,367 79,165 1,230 5,514 41,169 20,114 9,625 4,075 80,497

漁 獲 尾 数 （尾）

推定 漁獲量 漁獲金額 単価

漁法 漁獲量 （ｋｇ） （千円） （円） ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳以上 合計

小型底びき網 1,691 5,146 1,417 275 0 2,735 1,828 654 56 85 5,358
刺し網 48,385 58,828 44,207 751 0 10,380 55,620 32,726 1,597 1,055 101,379
一本釣り 17,088 21,017 16,575 789 2,436 4,297 7,782 9,644 4,602 5,076 33,837
定置網 6,505 6,505 3,790 583 0 2,582 8,902 4,927 38 0 16,449
沖合底びき網 2,112 8,447 6,931 821 3,436 13,822 1,689 173 58 19 19,198
その他 926 986 532 540 109 1,473 1,692 3,006 1,473 665 8,419
合計 76,707 100,928 73,453 728 5,982 35,291 77,514 51,129 7,824 6,900 184,640

漁　獲　尾　数　（尾）



 サワラの漁獲の中心となる秋季～冬季の刺網，釣

の漁獲物組成を見ると，刺網では，0，1 歳魚の漁獲

が大半であり，特に 2016 年は未成魚のサゴシの漁獲

割合が多かった（図 7）．尾叉長から釣は，1 歳中心

に 0-2 歳魚を漁獲していたと考えられ，刺網より平

均漁獲サイズも大きかった． 

 

図 7 サワラの漁法別漁獲物組成 

 

 2016 年のソデイカの漁獲量は 126 トンと前年の 5

トンから大幅に増加した．8 月～10 月の漁獲物組成

を見ると，8 月に同調 45cm 前後で来遊した群れを成

長に合わせて漁獲していることが見受けられた（図

8）．漁獲が好調な年は，随時，小型サイズの新たな

加入群が見られることが多いが，10 月以降新規加入

が見られなかったことが特徴的であった． 

 

図 8 ソデイカの胴長組成 

 

成果の活用： 

・ヒラメ，マダイ，ナガレメイタガレイ稚魚の発生

動向やサワラ漁獲量予測結果は，資源管理実践協議

会や中部地区漁業振興協議会で報告し，漁業関係者

と資源状況等について理解を深めた． 

・ソデイカに関しては，試験操業の結果等を随時，

沿海組合にファクシミリ送信で情報提供した． 

・市場調査の様子は当センターホームページにも掲

載し，広く情報発信を行った． 


